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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・第6回院内研修について。
日時：12/2(水)　12/3(木)　17:15～17:45　　場所：メンタル病棟3階　会議室
テーマ：「精神科における医療安全管理」　　講師：村松　健吾氏
・ケアアセスメントについて、各自、担当利用者に聞き取りをおこない、12/4（金）までに入力をしていくこと。
・勤務変更があるため、各自確認するようにすること。

・庶務より一部フォルダの移動について
管理日誌、患者動静報告、入院・入所状況のフォルダは青南病院→看護課→看護課共有へ移動しているとのこと。

・総務より平成27年年末調整について
平成27年年末調整の書類の提出期限が11/26（木）までとなっているが、会計事務所に提出する関係上、まだマイナンバーが届いていない方も未記入のままで、できる限り26日までの提出すること。
＜利用者様情報＞
・田中　宏明様～今回、通院する病院の変更及び、仕事が忙しくなりデイケアに継続して通う事が出来なくなってきたことから、デイケアの終了を希望。生活状況は変化なく、仕事も順調とのこと。担当医も了承し、本日付けでデイケア利用終了となる。

・藤村　翔　様～デイケアにて廊下歩行を行っている際、2回突然大声を出すことがあり、状況を確認。表情硬く、デイケア特定スタッフの名前を挙げ「声が聞こえた」「俺は40歳まで結婚するきはない」と話している。スタッフが話を傾聴していくことで、次第に表情穏やかになり、以降大声を出すことはない。引き続き、様子観察を行っていく。

・寺沢　彩　様～本日、問診予定であるが「行かない」と話している。理由については特定問診スタッフに「話を聞いてもらえない」「ただ来いとだけ話す」とのこと。呼び出しがあるのではないか聞くと、話を逸らし違う話題を話している。昨日、重症筋無力症の特定疾患の手続きをした事や明日、担当スタッフとハローワークへ行く事を話している。ハローワークに行く事については、すぐに仕事は出来ないが気分転換に「どんな仕事があるか見てくる。」とのこと。今後の対応を担当医と相談していく。
・鈴木真知子様～一昨日、左頬を押さえており、左側下顎歯が痛いと訴えがある。昨日や本日は、痛みの訴えなく過ごしている。今後も様子観察し、身体状況を確認していく。
・倉橋　生子様～目つきが悪い様子みられるが、トラブルなく経過している。｢昨日はよく眠れなかったから、眠い｣と話している。睡眠時間を確認すると、約6時間とのこと。様子観察し、必要時には介入していく。

・田中　一　様～耳鳴りや左鼻が詰まっていると訴えがあり、「これが重なって幻聴になるのかな」「耳鼻科に行ってこようかな」と不安である様子。何かあった際には相談すること、風邪予防のため暖かくして過ごすよう伝えている。本人の訴えを傾聴し不安の軽減を図り、身体症状を確認していく。

・千葉　輝夫様～いつもは6:30に息子様が電話連絡し青陽館に行く準備をし始めるが、昨日は7:30に電話連絡したとのこと。準備を急かすと部屋を片付けないまま出掛けるため、いつも通り準備するよう伝えており、いつもより遅めの来所となっている。本日は、いつものバスに乗車し来所されている。

・八木橋牧雄様～うみねこ幸房より電話連絡がある。15:30から20分間に計7回もの硬直性の痙攣が起きている。15:50ようやく意識が回復しているが、ぐったりした様子でしばらく横になっている。外来スタッフに幸房まできてもらい、抗けいれん剤の注射を受けている。ナイトケアには行くと話しており、来所されている。来所時は、脱力感強くテーブルに伏してしまう為、別室にて休んでいただく。体温36.3℃、血圧120/87mmHg、脈拍84回/分。前頭部から頭頂部にかけて頭痛の訴えあり。眩暈や吐き気はなし。食欲なく、夕食は1/3摂取。時々、あくびをしながらテレビを見ることなくテーブルに伏している。19:00血圧143/96mmHg、脈拍86回/分、体温37.5℃。両上肢振戦あり、頭痛持続あり。こめかみ痛や後頭部の張りの訴えあり、「しんどい、家に帰りたい」と訴えがあり、就床前薬は服用していただき、スタッフ付き添いにて早めに帰宅されている。夜間不調時は、当院に電話連絡するように伝えている。来所時には体調を確認し、様子観察を行っていく。

＜外来情報＞

・大釜　万知様～月曜日から金曜日まで就労支援プログラム実施のため、問診日を土曜日（担当医：安ヶ平Dr）に変更となる。

・青木　紀子様～次回採血予定。

・平　京子　様～次回採血予定。

・繁名　和恵様～11/28（土）は訪問看護予定であるが、病院受診のため、一旦キャンセルとなる。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　馬渡　武光　様）

実施日：H27年11月25日（水）13：30～14：00

担当チーム：服部、工藤、佐々木

参加者：服部、工藤、佐々木、

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	馬渡　武光様
	性別
	男
	年齢
	76
	生年月日
	昭和14年5月30日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身に付ける。

	本人希望
	糖尿病を悪くしないで、おいしい物を食べて長生きしたい。

	家族希望
	

	入院歴
	計　3回（最終：昭和42年12月20日～平成14年10月11日）

	通所歴
	　2回目

· 前回：平成14年10月14日～平成17年9月30日

· 今回：平成17年11月4日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘

	家族構成



	利用制度
	精神障害者手帳　1級
	障害基礎年金1級
	他（後期高齢者医療）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	100歳まで長生きをすれば病気が治るようになる。健康的に青風荘での生活を続ける。


	①生活にハリが持てるように楽しみを見つける。
	①作業療法やレクリエーションに参加し、新しいことに挑戦する。
	①本人が興味を向けることができることを探っていく。スタッフはやりたいことは体験できるように関わっていく。


	
	②青風荘での生活を続ける為に、迷惑行為・不潔行為をしないようにする。


	②どんなことが迷惑行為や不潔行為なのか理解出来るようになる。


	②どんなことが迷惑行為か不潔行為なのかスタッフへ聞く。迷惑行為・不潔行為に至った場合はスタッフと振り返りをする。スタッフは、本人が理解できるように根気強く説明する。

	
	③他者と円滑な交流が出来る。


	③相手に伝わるような話し方をする。
	③SSTのロールプレイに参加し、会話の技能を会得する。スタッフとの会話の中で会話の技能を学べるよう関わっていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①作業療法やレクリエーションに参加し、新しいことに挑戦する。
	・レクリエーションには積極的に参加し、高得点が獲得出来ないときは再挑戦する。

・エアロビクス太極舞には関心を持っているが中断することが見られるので理由を尋ねると、腰が痛い膝が痛いと見学する。自制できない痛みなのか詳しく聞くが指で×ジェスチヤ－で話さない。

・プログラムでの事は年を取っているからすぐ忘れる事が多いと話している。

・作業療法では、何年も使用している塗り絵を行っている。

・農作業には興味があり、土曜日に青陽館前にある花壇の苺の苗に水をあげている。

・青風荘にいる犬と触れ合っている際には、表情良い。
	興味のあるものや表情良く行えている活動を継続して行い、本人の楽しみや生活にメリハリをつけていく。計画は継続とする。



	②どんなことが迷惑行為や不潔行為なのか理解出来るようになる。


	・紅茶は1日に何度も飲んでおり、1個のパックを数回利用している。紅茶パックを手で絞り、口の中に入れている。現在は改善傾向。

・ミーティングでティッシュを丸めて鼻孔に入れてメンバーに指摘されているが改善見られない。

・食事を盛り付けた食器を選んで、一度手にしても又選びかえることや、コーヒー用の砂糖の紙を口の中で噛み、キッチンのゴミ箱に吐き出したりすること、汚れた綿棒を繰り返し使うことがあり、注意をしているが改善はない。
	迷惑行為や不潔行為の改善が見られず修正は難しい状況。暴力行為などトラブルに発展する際には、介入していく。計画は継続とする。

	③相手に伝わるような話し方をする。
	・SSTにはウオーミングアップには積極的に発言聞かれ、毎回肩もみや好きな食べ物を提案している。

・長文の会話はできず、会話の意味の理解も乏しい。

・本人の都合が悪いとその場を去る様子が見られる。


	他利用者様や入所者との交流を円滑に行うことが出来るようにするため、本人の言葉を引き出せるように支援していく。計画は継続とする。


	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	100歳まで長生きをすれば病気が治るようになる。健康的に青風荘での生活を続ける。


	①生活にハリが持てるように楽しみを見つける。
	①作業療法やレクリエーションに参加し、新しいことに挑戦する。
	①本人が興味を向けることができることを探っていく。スタッフはやりたいことは体験できるように関わっていく。

	
	②青風荘での生活を続ける為に、迷惑行為・不潔行為をしないようにする。


	②どんなことが迷惑行為や不潔行為なのか理解出来るようになる。


	②どんなことが迷惑行為か不潔行為なのかスタッフへ聞く。迷惑行為・不潔行為に至った場合はスタッフと振り返りをする。スタッフは、本人が理解できるように根気強く説明する。

	
	③他者と円滑な交流が出来る。


	③相手に伝わるような話し方をする。
	③SSTのロールプレイに参加し、会話の技能を会得する。スタッフとの会話の中で会話の技能を学べるよう関わっていく。


隆男様





洋一様





保護者　武志様








